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アｰツ映像から地質構造を読む

はじめに

本誌表紙に示されたアｰツ(ERTS)映像は西南日

本のもっとも代表的な地域を写し出している(映像に関

するデｰタは表紙裏の解説を参照).この地域の中央を

ほぼ東西に縦走する中央構造線を境として西南日本は

その北側の内帯南側の外帯とに分けられる.内帯と

外帯は西南日本はもとより島弧型造山帯のもっとも基

本的な地質構造単元である.

かりに日本の地質をまったく知らたい人でもたった

これだげのヒントさえあれば表紙の映像から中央構造

線の位置を指摘するのはたやすいであろう.それほど

この構造線の印象は強烈である.

大地形･大構造とアｰツ映像

中央構造線の位置が明瞭なのは“線"の特徴もさるこ

となカミらその南側(外帯)と北側(内帯)とで地形的

注コントラストが激しいせいもあろう.

内帯の地形はむかしから中国“準平原"といわれそ

のなかに中国脊梁面(高位面)吉備高原面(中位面)

および瀬戸内面(低位面)の三つの侵食平坦面が認めら

れているが私達が車窓で眺めたりふつうの空中写真

垣見俊弘

でみる限りむしろ中国山地と呼びたい地形である.

ところがアｰツ影像では堆積面とちがって荒削りでは

あるカミ全体としてはきわめて平らな印象を受ける.

これは山地の尾根カミ不明瞭で陰影効果による明暗のコ

ントラストが出ないたあであるらしい.なるほど“準

平原"である.ただしこの映像には中国脊梁面はほ

とんどでていないがこの部分は山地の地貌を呈してい

る.

この地域の内帯の地質はまず中央構造線のすぐ北側

の幅10kmほどの地帯は中生代の和泉砂岩からたるが

この地帯だけは讃岐山脈といわれるように壮年期山地の

様相を呈している.それ以北は瀬戸内海をはさむ地

帯がだいたい領家帯にあたり主として花開岩類からな

る.中国すなわち本土側は美濃一丹波帯および三都帯

からたり古生層とその変成岩類中生代花開岩類およ

びこれに関連した噴出岩類カミ複雑に入りくんでおりと

ころどころに新第三紀層がこれらを薄く蔽っている.

しかしアｰツ映像ではこのような地質の違いや境界

内部構造などはほとんど反映されてい狂いようである.

いっぽう外帯すなわち中央構造線ρ南側は内帯と

は対照的に壮年期山地の地形を呈しまた
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策1図アｰツ映像から読みとれるおもな断層とリニアメント

表紙写真と対照されたい

岩質や構造をよく反映している.

内帯の北半部は四国中央山脈で地質学的

には結晶片岩類からたり三波川帯と醇ばれ

る.この地帯はとくに東西に長く続く鋭

い尾根と深い谷とのコントラストカ瑚瞭であ

る.

表紙の映像をみると四国の中央部カミ雲に

蔽われているがその付近から西方へのびる

2筋の谷地形カミ明瞭に認められるであろう

(第1図参照).このうち南側の谷は三波

川帯の南縁を画する“みかぶ線"一四国西

部では上八川池川構造線と呼ばれる一にあ

き』=

たる.その北側の谷は清水構造帯と呼ば

れ勇断作用をうけて蜘け易くなった黒色片

岩の発達する地帯と一致している.おもし

ろいことにこれらの“谷"はアｰツ映像で

はそれぞれ一筋の縦谷のように見えるが実�
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際は南北性の川から派生する支谷を連ねたすじがその

ように見えるにすぎないのである.

三波川帯の南側はごく大まかにいうと秩父帯(北)

と四万十帯(南)に分けられる.その間を境するのは

仏像構造線である.秩父帯は主として古生層および中

生層四万十帯は白亜紀以上の中生層および第三紀層か

らなる.この両帯の地形もやはり構造の支配をうけ

尾根と谷筋はほぼ地層の一般走向にそって配列してい

る.たとえば南東部の室戸岬につながる山地では地

層や榴曲軸は直線状ではなく北に凸なゆるやかな弧を

画いて配列しているのであるがこのことはアｰツニ影像

からも読みとることカミできるであろう.

仏像構造線の位置は地質図と対照すれば何とかそ

の位置をたどることはできるがあまり明瞭ではない.

このほか外帯には黒瀬川構造帯をはじめ多くの重要な

断層が縦走しているカミその位置を映像だけから指摘す

るのは容易では狂い.

さて外帯と和泉山脈を除く内帯とのこのような地形

的な対照性はおそらく第四紀の運動を反映しているの

であろう.第三紀末の両地域の平均高度はそれほど違

っていないのに第四紀の昇降運動をあらわす第2図に

よれば内帯と外帯の隆起重め差は少なくとも500m以

上と見積られるからである.

活断層とアｰツ映像

中部地方から近畿･中国地方にかけては横ずれ変位

を主とする多数の活断層が見られるカミそれらはNW方

向の左ずれ断層とNE方向の右ずれ断層とが共役をなす

一つの活断層系に属するものとして認識されている(第

3図参照).

映像に含まれる地域では右横ずれ系としては中央構

造線左横ずれ系としては山崎断層が有名である.

“本来の"中央構造線は外帯の三波川結晶片岩と内

帯の和泉砂岩を境する断層であるが活断層はこの本来

の構造線と一致しているところもしていないところも

ある.一致しない場合は北側の和泉砂岩のなかに活

断層が認められる.

一致している例としては新居浜の南に連なる石鑓断

層崖がもっとも顕著であり有名である.この断層崖か

ら西方へいくと本来の中央構造線は南へ凸な弧状に湾

曲し高縄半島ρつけ根あたりでは桜樹屈曲と呼ばれる.

このあたりでは活断層は本来の中央構造線より北側に

見られ小松付近では岡村断層高縄半島のつけ根では

川上断層とよばれる(岡田1973).いずれも直線状を

なし明瞭に映像に現われている(第4図参照).

稽譲
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淡路島

石鑓断層の東方は吉野川本流とぶつかるまで直線状

の断層崖が連なり池田断層と呼ばれている.これか

ら以東は活断層は吉野川の沖積平野の北側の斜面に

和泉砂岩や段丘礫層を切って舞われる.

断層は一続きではなく長さ数～10数

kmのものが2列になったり雁行したり
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欝2図第四紀の隆起沈降量(第四紀地殻変動研究グルｰプ1968による)

し抵がら鳴門海峡まで断続している.

この部分は有すれ変位のよく見える(岡

岡1970)ところであるカミアｰツ影像

では変位はおろかその位置を指摘する

ことすらむずかしい.

一方左横ずれを代表する山崎断層は

映像の宥上のすみに南北方向の川から

派生する支流をたどることによって認め

られる(第1図).山崎断層は地形的に

その直線性と左横ずれ変位の明瞭な断

層であるがアｰツ映像の解像力の限界

(地上分解能約80m)から変位のセン

スまで読みとることは無理である.ま

たこの断層のように北酉方向の地形は

アｰツ映像の撮像時における太陽光線の

関係から北東方向の地形にくらべて

ロンドラストが強く出ないようである.�
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第3図

切峯面(等高線は100皿おき)と

おもな活断層の分布(HU刎TA,

etal.,1973の図の一部)

1:横ずれ断層

2:衝上断層

3:構造線

4:被覆層や重力異常在とから推

定される断層

5:地震断層

破線は推定断層

このほか四国の北部や淡路島にはいくつかの活断層

が知られている.これらはアｰツ映像でもその位置を

示すことはできるカミ断層の性格までを推定することは

無理のようである.

なお中国地方では第四紀に活動した東西性北上

りの衝上断層カミいくつか知られているカミこれらもよく

わからない.

アｰツ映像から読みとれるその他の線構造

映像に含まれる地域のうち中国地方には北東また

は東北東方向でかなりよく続くリニアメントが数多く

認められる.その多くは中国“準平原"を巨大な爪

で引っかいたように見える.引っかき傷の鮮明なとこ

ろをよく見ると直線状の支谷や本流の屈曲部からな

っている.それらカミ断続しながら長いものでは実に
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第4図四国中東蔀の中央構造線と周辺の活断層(主として岡田19701973による)

1:狭義の中央構造線の藩動的在部分2:同じく非活動的な部分3:活断層1と3に付けたひげは下った側を示す江畑断層と長

尾断層以外はすべて宥横ずれ断層�
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60km以上も追跡することができる(第1図参照).

これらのうち一部は既存の地質図(たとえば50万岡山

図幅や20万岡山県地質図)に示された断層と部分的に

一致するものもあるカミ多くは岩体の境界に関係なくの

びているようである.

筆者にはこれらのリニアメントは地形の鋭どさ

(新しさ)直線性校どからみてかなり時代の新しい

おそらく第四紀になって活動した断層であるように思わ

れる.

これらの鋭どいリニアメントとは別に瀬戸内海沿岸

地方には幅ひろい谷や残丘の配列などに直線性の認め

られるものもある(第1図).姫路付近のものは藤田

和夫(1974)の活断層図のなかに推定断層として示され

ているものと一致する.これらは活断層の可能性も

あるがより古くから活動し現在は埋没された大断層で

あるのかもしれない.

中国地方の活断層系については従来あまり調査され

ていたいようである.近畿地方では大阪市立大学の

藤岡和夫氏らによってすでにきわめて多くの活断層カミ

認められているが同氏によるとそれでもなおアｰ

ツ影像からあらたに発見されたものがあるという.中

国地方においても今後の調査が望まれる次第である.

なお主として四国地方では上記の線構造とはまっ

たく異質の南北性の鋭どく短かいリニアメントカミ

いたるところで非常に密に平行して認められる.岩質

の境や既存の断層などは無視して発達しているように見

える.詳しくみると大部分は若い谷のようである.

じっと見ていると岩石に入ったfracturec1eavageカミ連

想されるカミ鋭どいといい短かいといっても実際は長

さは数km幅も100m以上はあるはずである.単放

る節理やC1eaVageの方位を示すだけなのだろうか.

この構造が何を意味するのか今のところ筆者には見

当カミつか扱い.しかし関東地方の基盤岩のたかにも

これとまったく同様な方向と性質をもつリニアメントが

認められている(星野松野1974)ところをみると

日本列島の少なくとも外帯の基盤に共通した構造である

とも考えられる.アｰツ映像デｰタが構造地質家に与

えた最大の贈り物であるかもしれない.

く研究している人ならば同じ映像についてもっと別な

より高度の見方をするにちカミいない.筆者はただこの

一枚の映像を眺めて受けた印象をそのまま書いてみた

だげである.しかしそれによりかえってアｰツ映像

の効用とその限界一ずく狂くともシロウトが見ての一

を鮮明にしたかもしれ校い.筆者を言葉巧みにもちあ

げてこの雑文を依頼した編集者の真の目的も案外こん

なところにあったのではなかろうか､

(筆者は地質部地質第2課長)
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あとがき

実のところ筆者はこの地域については山崎断層と

三波川帯のごく一部を除き地質学的な土地力ンカミ金く

ないいわぱシロウト同然なのである.この地方を深
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